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〔3〕6月号（・5）月号4［2）（2・）3月号（1］
この例は，異文の対校による本文決定には，すでにふれたごとくであるが
ちかいとおもわれる。
　‘寸院化する’が‘寺院化する’の誤りであることをうらづける，第1のこ
とがらは，前あるいは後の号のおなじカコミを対比することによって，えら
れる。うえにかかげたカコミの〔1〕は3月丹p．　389，〔3〕は6月号p．397
のものである。なお，2月弩のカコミは3月号こ1〕とまったくおなじく，
また，1月号のものは，組版がちがうが，3・2月号〔1〕と同文章である。
さて，問題の4・5月号〔2〕の‘寸院化する’に対応する（1・）2・3・
6月号〔1〕　〔3〕の部分は，‘寺院化する’である。〔1〕から〔2〕へは，
おわりの3行と問題の部分の1字とのみについて，版が組み替えられ，〔2〕
から〔3〕へは，版があらたに組み直されたと，みえる。漢字‘寺’と‘寸’
とは，草書においてちかく，漢字特’の草書の傍において，その‘寺’は
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‘寸’とまぎれる。そこで，ひとつの推測をすることができる。すなわち，
〔1〕から〔2〕への版の組み替えで，特に‘寺’が‘寸’にわざわざあら
ためられたのは，原稿におけるそのような宇形のなせるわざであろう。しか
し．そのあらためかたは，ただしくなかった。それであるから，　〔2〕から
〔3〕への組み直しでただされたのである，と。
‘寸院化する’が‘寺院化する’の誤りであるといいうる，第2のことがら
は，くだんのカコミの部分に要約された，もとの本文によって，えられる。
たとえば，つぎのよう　fS　一一節がある。ここでは，小説完結後に中公文摩で刊
行されたもの（1985年，中央公論社）による。
　　　専修寺の額は撤回しなけれぽならなかったが，寺院化の野望は，覚如
　　の胸の中で膨れ上るぽかりであった。覚如は，阿弥陀如来の立像を安概
　　しょうと決意した。門弟の意向を質したところ，欝い合わせたように反
　　対であった。
　　　「大谷御影堂は，門弟の親鷲聖人に対する追慕の対象である。寺院と
　　いうことを考えるから，本尊の問題が起る。大谷廟所は，御影堂だけで
　　よいのだ。御影堂は，それ以上であってもいけないし，それ以下であっ
　　てもいけないのだ」　　　　　　　　　　　　　　　　　（（：⇒p．136）
　大谷御影堂に專修寺の寺号をさだめたが，比叡山が‘専修の語を不当で
あると抗議してきたことを，うけた条である。のち，本願寿と称することに
なる。このような本文によって，問題のカコミの部分は，むしろ‘寺院化す
る’が適惑であるとかんがえられることになる。‘寸院（化（する））’の語は，
もとより本文にみいだされ．ない。
　ところで，　‘寺院化（する）’の語も，‘寸院化（する）’の語とともに，国
語辞典などにぱ立項されていない。しかしながら，　‘寸院’の語がしられず，
したがって‘三二化’の語の理解も困難であるのに対して，　‘寺院’の語は
しられるところであり，‘寺院化（する）’の語も，うえの本文などにてらし
て，容易に理解することができる。ただし，‘寺院化（する）’というのは，
文脈をしらないときには，理解し1，Cくいところがあるであろう。ここに話題
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となっている，大谷御影堂が本願寺となるぼあいとか，あるいは，かつての
源融・藤原道長の山荘を藤原頼通がうけついで平等院としたとか，足利義満
の山荘北山殿を足利義持が鹿苑寺としたとかのような，いささか特別な事情
のもとでしか，寺院‘化’ということがかんがえられず，寺院一般にほとん
ど無縁であるからである。また，カコミにおける文脈も，理解をそこねる要
素をもっている。「本願寺を寺院化する」という表現が，あたかも「湯を沸
かす」のように，　‘寺院化する’の結果を‘本願寺を’としてあらわしてい
る，と理解するのは，容易でない。「大谷御影堂を寺院化する」という表現で
あったならぽ，理解は多少なりと容易になっていたであろう。以上のような
理解のしにくさが，　‘門院化する’の表現をうみだすことにかかわっていた
とおもわれる。
　報告r雑誌用語の変遷』では，単年度語彙表1976年に，　‘寺院化する’と
してあがっている（p．267）。
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